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都市におけるドライミストの普及促進に関する研究 
―ドライミストによる都市の暑熱環境の改善効果と空調エネルギー削減効果― 
Study on Promotion of Dry Mist in Urban Area 
-Cooling Effect on Urban Heat Island and Air Conditioning Energy Redaction by Using Dry Mist- 
 

















































地を模擬した仮想街区（10×10 棟）を対象に CFD 解析を行
った。図 1 に解析対象の仮想街区モデルを示す。建物密度に
ついてはグロス建蔽率 30%, 40%, 50%の 3 ケースとし, 表 1
に示すグロス建蔽率ごとの隣棟間隔を与えた。建物モデルに
ついては日本建築学会の住宅標準モデル 4)を参考に図 2 に示
す幅 7.5m×奥行き 8.9m×高さ 7.4m の箱型モデルとした。  
 
 
図 1. 仮想街区モデル 
 
 







30% 6.9m 5.5m 
40% 4.8m 3.4m 
50% 3.3m 1.9m 
 
図 2. 建物モデル 
 
(2) 解析条件 
解析条件を表 2 に示す。日射条件については, 名古屋にお
ける夏期日中の晴天時を想定し与えた注１)。 
流体境界条件, 熱境界条件を表 3, 表 4 にそれぞれ示す。流
入条件はべき乗則で規定し, べき指数を 0.25 注 2), 基準高さは
名古屋市気象台の観測高さ, 基準風速は夏期における平均風
速, 風向は夏期卓越風向である南風とした。天空面の放射条
件は, 仮想天空温度 Tsky=16.1˚C 注 3）, 放射率 ε=1.0 を与え大
気放射を想定した。地中温度 Tug については地中温度計算プ




定温度 26˚Cを与え, 壁厚 0.2m, 熱伝導率 λ=0.24W/m·Kを設
定し, 解析を行った。 
表 2. 解析条件 
解析ツール STREAM ver.11 
時間項 定常解析 
乱流モデル 高レイノルズ数型 k-εモデル 
差分スキーム 風上差分法 
  




























（Zmin=-0.5m 面） 地中温度 Tug=26.22˚C 
地表面 対流熱伝達率 αc=11.6W/(m2·K) 
放射率 ε=0.9 
アルベド（日射反射率）0.2 建物室外側壁面 




蒸発すると仮定し, 1 ノズル当たり 2,083W の冷熱量及び





ルの間隔を 1m,0.75m,0.5m とした場合の噴霧水量である。 
 












ミスト無 - - 
30%-4L 4 167 0.067 
30%-6L 6 250 0.1 
30%-8L 8 334 0.134 
40%-N 
40% 
ミスト無 - - 
40%-4L 4 167 0.067 
40%-6L 6 250 0.1 
40%-8L 8 334 0.134 
50%-N 
50% 
ミスト無 - - 
50%-4L 4 167 0.067 
50%-6L 6 250 0.1 















想定し 1.5Met を与えた。解析結果より, ミストにより相対湿
度は上昇するものの, 温度, MRT の降下により SET*が降下
し暑熱環境の改善が確認できる。 
  
(a) 温度降下 (b) 湿度上昇 
  
(c) MRT 降下 (d) SET*降下 
図 3. ドライミスト近傍（500m2範囲）の環境変化 
 
 
    
50%-N ケース 50%-4L ケース 50%-6L ケース 50%-8L ケース 
図 4. グロス建蔽率 50%における温度分布（Z=1.6m） 
 
 
    
50%-N ケース 50%-4L ケース 50%-6L ケース 50%-8L ケース 
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4, 図 5 に示す。解析結果より, ドライミスト近傍において
2~3˚C 程度の温度降下, 1~2˚C程度の SET*降下がみられ, 暑
熱環境の改善が確認できる。 
(2) ドライミストの冷却範囲検討 
 ドライミストによる冷却範囲の検討のため , 500m2, 
1,000m2, 1,500m2, 2,000m2 範囲におけるミストによる温度





(a) 温度降下 (b) 湿度上昇 
  
(c) MRT 降下 (d) SET*降下 









図 7 に示す建物 A~H における平均表面温度とミストによ
る冷却温度を図 8 示す。噴霧水量が多くなるにつれ, 表面温
度の大きな冷却がみられた。 
(2) 街区全体における空調エネルギー削減量 








50%-N ケース 50%-8L ケース 
図 7 ドライミスト近傍建物の表面温度分布図 
 
 
図 8 ドライミスト近傍建物の表面温度の冷却 
 
 
図 9 街区全体における貫流熱負荷削減量 
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を Qmist とした場合の暑熱環境改善を Qhum, 建物空調エネル
ギーの削減を Qbld, それ以外の領域に与える影響を Qskyとし, 
式(1)に示す関係式を用い, 前章の CFD 解析結果よりそれぞ
れを定量化した。 
Qmist(=QHI)=Qhum+Qbld+Qsky      (1) 
ここで, Qmist:ミストの蒸発潜熱による冷熱量[kW], Qhum:ミス





















表 6. ドライミストによる冷熱割合 
ケース名 















30%-4L 167 2.1 1% 7.3 4% 157.6 94% 
30%-6L 250 5.3 2% 13.4 5% 231.3 93% 
30%-8L 334 6.5 2% 18.7 6% 308.8 92% 
40%-4L 167 8.9 5% 12.2 7% 145.9 87% 
40%-6L 250 23.9 10% 19.2 8% 206.9 83% 
40%-8L 334 39.7 12% 25.5 8% 268.8 80% 
50%-4L 167 14.2 9% 16.7 10% 136.1 81% 
50%-6L 250 35.5 14% 25.6 10% 188.9 76% 
50%-8L 334 57.7 17% 37.2 11% 239.1 72% 
 
 















トシステムの COP は約 150 となり, 一般的なエアコン








る水道 0.36kg-CO2/m3, 電力 0.513kg-CO2/kWh（中部電力）
を用いた 7)8)。 
表 7 に二酸化炭素排出量の比較を示す。圧水ポンプ 1 台の
稼働を想定した場合 , 必要とするエネルギーは水道水
4L/min 及び使用電力 750W であり, 得られる冷熱は 167kW, 



























1kW に換算すると二酸化炭素排出量 2.82 g-CO2/h となり少
ない二酸化炭素排出量であった。一般的なエアコンを用いた






















注 1）日射量については, 太陽位置を 8月 1日 14:00, 地理情報
を名古屋とし, ASHRAE2009 による日射量計算の式を用
いて算出した。 
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表 7. ドライミストと一般的なエアコン（COP=5）の二酸化炭素排出量の比較 
 ドライミスト 一般的なエアコン（COP=5） 
 得られる冷熱 167kW（ポンプ 1台稼働の場合） 得られる冷熱 1kW 得られる冷熱 1kW 
 エネルギー使用量 CO2排出量 エネルギー使用量 CO2排出量 エネルギー使用量 CO2排出量 
電力 750W 384.8g-CO2/h 4.5W 2.3g-CO2/h 200W 102.6g-CO2/h 
水道 4L/min 86.4g-CO2/h 24ml/min 0.5g-CO2/h - - 
合計 - 471.2g-CO2/h - 2.8g-CO2/h - 102.6g-CO2/h 
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